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のミ・Iよびわら 
市 の 人 口 
	

男 25,559人 
	

世 帯 数 	14,702 

	

52,860人 女 27,301人 
	

（昭和58年11月1日現在）住民基本台帳から 

お年寄りを友愛訪間 
市老人クラフ連合会 

市老人クラブ連合会（葛西専造会長）は11月17日、 

恵まれないお年寄りを励まそうと寝たきり、独り暮ら

しの老人を訪問、激励しました。 

この催しは「在宅友愛訪問」 と呼ばれ、市福祉事務

所、市社会福祉協議会の協力で毎年行われているもの 

で、 4,800人の会員から募ったI円玉献金などから、 

缶詰、タオル、ティッシュペーパー等の入った 「友愛

訪問袋」 をプレゼントしましたものです。 

この日は約60入の奉仕員が21班に分かれ、 270世帯

を訪問 「元気を出して下さい。」 と激励しました。 
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各
会
場
で
ま
と
め
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あ
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を
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力
を
お
願
い
山
ほ
け
 
二
劃
封
彫
熱
勲
「
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駅
東
部
地
区
及
び
駅
東
部
第
 

寮の設備があります。入学案内及び人学願書入用の方

は切手120円同封のうえお申し込み下さい。 

昭和59年度の看護学生を募集 

==（夜間定時制）ニ＝= 
当学院では59年度入学生を下記要領に基づいて募集し

ます。 

■募集人員】10 人 

■修学年限】3 年（ただし第 3学年時は、臨床実習で

す。） 

■受験資格 

1．准看護婦（士）で免許を得た後 3年以上看 

護業務に従事している方。 

2.准看護婦（士）で高等学校を卒業している 

方。 

3.准看護婦（士）で高等学校を来春卒業見込 

みの方。 

■願書受付期問】12月 1日から昭和59年 1月23日 

●入学試験日】昭和59年 2月14日火 

・試 験 科 目：国語、社会、看護一般、作文 

五所川原市立高等看護学院 

〒037 五所川原市布屋町41 (ftO173 2715) 

地
元
民
の
協
力
を
お
願
い
し
た

い
」
 
と
答え
ま
し
た
。
 

た
ち
は
日
本
人
で
あ
る
が
、
地

域
の
ま
ち
、
村
に
こ
そ
、
日
本

人
の
本
当
の
生
活
の
場
が
あ
る
。
 

地
域
個
々
の
発
展
な
く
し
て
は

市
勢
の
発
展
も
な
い
の
で
、
地

域
民
が
協
調
し
合
っ
て
、
ま
ず

施
策
の
受
け
入
れ
態
勢
を
整
え

て
ほ
し
い
」
と
要
望
し
ま
し
た
。
 

あ
な
た
の
声
を
市

政
に
反
映

さ
せ
よ
う
と
い
う
、

昭
和
五
十

八
年
度
の
市
政
懇
談
会
が

十
一

月
八
日
か
ら
十
五

日
ま
で
の
五

日
間
、
市
内
十
地
区
で

開
か
れ
、
 

道
路
の
舗
装
や
側
溝
の
改
良
、
 

街
灯
の
整
備
、
除
雪
対
策
な
ど

身
近
な
要
望
が
糾

よ
そ
三
百
六

十
件
ほ
ど
畠
さ
れ
、
活
発
な
意

見
の
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

市
政
懇
談
会

に
は
、
森
田
市

長
以
下
三
役
を
は
じ
め
、
関
係

各
課
長
が
出
席
、
 
一
方
地
元
か

ら
は
町
内
会
長
、
部
落
会
長
、
 

行
政
連
絡
員
、
地
区
住
民
協

議

会
長
、
婦
人
会
長
、
連
合
青
年

団
長
、
小
・
中
学
校
P
T
A
会

長
、
市
議
会
議
員
な
ど
十
三
団

体
の
長
、
 一
般
市
民
の
べ
三
百

五
十
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
 

初
日
午
前
の
三
好
地
区
で
は

森
田
市
長
が
、
 
「行
財
政
改
革

や
農
作
物
の
減
収
な
ど
、
市
政

を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し

い
も

の
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
徒
ら
憂

い
て
い
る
だ
け
で
は
問
題
の
解

決
に
は
な
ら
な
い
の
で
、
皆
さ

ん
の
活
力
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
 

緊
急
か

つ
重
要
な
問
題
か
ら
ひ

と
つ
ひ
と
つ
解
決
し
て
行
き
た
 
 

い
」
 
と
あ
いさ
つ
し
ま
し
た
。
 

懇
談
会
で
は
地
元
側
か
ら
、
 

排
水
堰
の
浅

せ
つ
や
農
道
の
整

備
、
防
雪
サ
ク
の
設
置
、
通
学

路
の
整
備
、
旧
十
川
の
改
修
、
 

保
健
婦
の
派
遺
、
有
線
放
送
、
 

校
庭
の
整
備
、
五
十
九
年
度
米

生
産
調
整
対
策
な
ど
三
十
数
件

の
意
見
、
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
 
 

た
。
 

こ
れ
に
対
し
、
市
長
以
ド
関

係
課
長
は
、
 
「
要
望
事
項
の
緊

急

・
重
要
度
の
順
位
を
た
て
、
 

五
十
九
年
度
予
算
に
盛
り
込
み

整
備
し
た
い
じ
長
期
に
わ
た
る

問
題
は
年
次
計
画
を
た
て
継
続

事
業
と
し
て
取
り
組
み
、
市
政

に
反
映
し
て
行
き
た
い
の
で
、
 
 

係
わ
る
検
査
測
量
等
の
た
め
、
 

区
域
内
の
調
査

・
測
量
を
次
の

日
程
で
行
い
ま
す
。
 地
元
民
の

協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
 

・

調
査
、
測
量
）
場
所
 

雛
田
、
 ー
ッ
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及
び
鎌
谷
町
 

の
各
一
部
 

●

調
査

「
測
量、
期
日

十

一
月
下
旬
か
ら
十
二

月
下

旬
ま
で
 

●

委
託
業
者
 

中
庭
測
量

（
株
）
会
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、
朝
 

日
測
量

（
株
）
会
社
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市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
 

で
 

昭
和
五
十
八
年
度
の
第
ニ
回
福
  

■
と
こ
ろ
 
市
社
会
福
祉
協
 

祉
講
座
を
開
き
ま
す
。
 

議
会
一
一
階
会議
室
 

第
ニ
回
福
祉
講
座
を
開
催
 

一
般
の
方
多
数
の
お
い
で
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
 

・

と
き
 
十
二
月
七
日
（
水
）
 

午
前
十
時
三
十
分
か
ら
正
午
ま
 

●

講
師
 
二
橋
春
長
氏
（
青

森
大
学
講
師
、
県
社
会
福
祉
協

議
会
講
師
）
 

交
通
事
故
巡
回
相
談
所
 

善縁細土半灘／ク難細'4 

5．応募方法 

市商工観光課または県観光課に備え付けている出品申込

書に所要事項を記入のうえ申し込んでください。ただし、 

同一人が応募できる数は一部門 3点以内。 

6．審 査 

応募作品は予備審査（書類審査）を行ない、予備審査を

通過した作品について本審査を行います。本審査では、作

品1点につき試食用1人前、展示用1人前を作っていただ

きます。本審査は昭和58年12月24日。会場は青森市民文化

センター。 

7．発表及び授賞 

本審査の結果は本審査当日、会場において発表します。 

0賞 ・特選・・・1点 5万円。 ・準特選・・・2点 3万円。 

●入選・・・2点1万円。 

特選には知事賞として楯を贈呈。入賞者すべてに県物産 

協会から賞状のほか副賞を贈呈。選外者には記念品を贈呈。 

青森県の郷土料理を再認識するとともに、最近のし好に合っ 

た新しい料理の作品を募集し、優れた作品には、県内外に 「あ 

おもりの味」 として広く宣伝紹介し、その商品化・定着化を図 

るため下記応募要領により開催します。 

〇応募要領 

1.作品規定 

(1）課題部門の作品は、鮭を主材料にした料理とします。 

(2）自由部門の作品は、県内で生産される材料を主とした最 

近のし好に合った新しい郷土料理にふさわしい作品とします 

(3昨品は本コンクールに未発表のものに限ります。 

2．応募資格 資格は問いません。 

3.受け付け期限 12月 10日まで 

4．応募先（間い合せ先） 

〒 030 青森市長島1丁目1の 1 青森県観光課内 

社）青森県物産協会 郷土料理コンクール係 

(n0177c2J1111 内線4177) 

鷺 
製
造
業
を
営
む
み
な
さ
ん
、
 

今
年
も
全
国
い
っ
せ
い
に
恒
例

の
「
工
業
統
計
調
査
」
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
 

十
二
月
三
十

一
日
現
在
で
の

調
査
の
た
め
、
年
末
年
始
の
お
 

忙
し
い
中
を
調
査
員
が
お
伺
い

し
ま
す
が
、
ご
協
力
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

こ
翁
査

に
よ
っ
て
、
わ
が

国
の
製
造
業
の
実
態
や
製
造
活

動
の
現
状
が
明
ら
か
に
な
る
ほ
 
 

か
、
調
査
の
デ
ー
タ
は
各
種
製

品
の
生
産
・
販
売
プ
ラ
ン
を
お

立
て
に
な
る
場
合
の
参
考
に
な

る
の
を
は
じ
め
、
た
と
え
ば
都

市
開
発
や
下

ー
 道
計
画
の
資
料

と
な
る
な
ど
、
わ
た
し
た
ち
国
 

民
生
活
の
向
上
に
広
く
活
用
さ

れ
ま
す
。
 

み
な
さ
ん
に
ご
記
入
い
た
だ

い
た
調
査
票
は
、
統
計
以
外
の

目
的
に
使
わ
れ
る
こ
と
は
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し
 

こ
の
間
一
部
通
行
止
と
な
る

箇
所
も
あ
り
、
車
の
通
行
や
商

店
、
歩
行
者
の
皆
さ
ん
に
大
変

ご
不
便
を
か
け
ま
す
が
、
公
共

事
業
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
事

故
防
止
等
に
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
 

◇
 
◇
 

◇
 

て
あ
り
の
ま
ま
を
お
書
き
く
だ

さ
い
。
 

調
査
は
、
次
の
三
種
類
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。
 

〔
甲
調
査〕
 
従
業
員
三
十
人

以
上
の
事
業
所
を
調
べ
る
も
 

の
で
す
。
 

〔
乙
調査
〕
 
従
業
員
二
十
九

人
以
下
の
事
業
所
を
調
べ
る

も
の
で
す
。
 

〔
丙
調査
〕
 
製
造
業
に
属
す

る
本
社

・
本
店
を
調
べ
る
も
 
 

の
で
す
。
 

な
お
、
主
な
調
査
項
目
は
、
 

事
業
所
名
、
従
業
者
数
、
原
材

料
及
ぴ
燃
料
使
用
額
、
製
造
品

出
荷
額
、
有
形
固
定
資
産
投
資

総
額
な
ど
で
す
。
 

こ
の
調
査
に
つ
い
て
ご
不
明

の
点
は
、
市
総
務
課
企
画
室

・

統
計
調
査
係
（
曹
⑩
…
一
一
一一

一
番
、
内
線
三
一
八

・
三
一
九

番
）
へ
お
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
 

し
 

◇
 
◇
 
◇
 

徽
影
働
織
脳繊
鰯
閣開
 

市
で
は
昭
和
五
十
九
年
度
か
 

※
工
事
期
間
 

ら

一
部
供
用
開
始
に
向
け
公
共
 

①
十
一
月
二
十
三
日
か
ら
十
 

に
ー
 
道
の
管渠
工
事
を
施
行
し
 

一
一
月
一
一
十
七
日
ま
で
 

て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
た
び
次
 

②
十
一
月
二
十
三
日
か
ら
ー
 

の
箇
所
で
施
工
い
た
し
ま
す
。
 

月
二
十
日
ま
で
 

難
難
難
舞
難
鱗薫
舞難
 

十
ニ
月
は
次
の
日
程
で
開
設
 

し
ま
す
。
ご
利
用
下
さ
い
。
 

◇
と
 
き
 
十
二
月
十
四
日
 

（
水）
・
二
十
七
日
（
火
）
午
 

前
十
時
か
ら
午
後
二
時
ま
で
 

◇
と
こ
ろ
 

別
館
 

◇
主
 
催
 

故
相
談
所
 

五
所
川
原
市

・
 市

民
文
化
会
館
 

青
森
県
交
通
事
 

市
民
相
談
室
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覆
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艦
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雄
）そ
尋
拠
務
潤
 
教
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費
 

騒
晩
離
難
一
L
 
木
 

費
 

地
方
自
治
法
第

二
四
三
条

の
三
第

一
項
及
び
五
所

川
原
市
「

財
政
状
況
」
の
公
表

に
関
す
る
条
例
第
一
一

条
の
規
定
に
よ
り
九
月
三
十

日
現
在
に
お

け
る
昭
和

五
十
八
年
度
予
算
及
び

昭
和
五
十
七
年
度
決
算
の
状

況
を
公
表
し

ま
す
。
 

昭
和
五
十
八
年
十
一
月
三
十
日
 

五
所
川
原
市
長
 
森
田
稔
夫
 

歳入歳出予算額12,315,911（千円) 

木 育 

歳出 

支出済額 4.956,719（千円） 

支出率 40.2 (%) 

3,.4% 

(556号） ④ 

（昭和58年度）一般会計歳入歳出予算執行状況 

（昭和58年 9 月30日現在） 
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899,236 

7,349 
0 

費
金
費
 

u
u
 

債
け

備
 

災害復旧費 

i
支

公

諸
 

戸 

22.8 

0.1 

2.8 
1.3 

23 一 0 
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O

【
「u
に
J
<
b
 

"
h
J
O
O

・I
O
に
J
 13.6 

100.0 

2.831 ,482 

8,892 

346. 566 
163,312 

2,859,884 
708,770 

88. 178 
1,200 

188.067 
60,595 

699,600 
1,692,100 

12.433,304 

地 方 交 付 税
交通安全対策特別 
交付金 

分担金及び負担金

使用料及び手数料
国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

寄 附 金
繰 人 ，金

繰 越 金
諸 収 入 

市 	 債 

計 

4
‘
 
に
J
 
<b
(
I
 
8

。
J
O

・1

つ
】
n
'J
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緯
沙
鋒
ジ
加
就議
魂

貸
鋒

A
、（、、
喧

・菩
央
」
 

    

ロ 0シ 

  

I9,5弘 

  

16 9% 

    

       

       

厨
 

    

8

《h
v
 

0
0
 

収入済額 構成上ヒ 

	

2,624,917 	21.1 

	

101,294 	0.8 

	

58,447 	0.5 

区 分 
1． 市 	 税 

2， 地 方 譲 与 税 

3． 自動車取得税交付
金 

49.7 5 

般会計決算状況 （昭和57年度） 
（歳入） 

市
で
は
市
民
の
日
常
の

悩
み
、
困
り
ご
と
、
心
配

ご
と
を
解
消
し
、
明
る
く

楽
し
い
家
庭
生
活
を
築
い

て
も
ら
う
た
め
、
次
の
日

程
で
「
一
日
総
合
市
民
相

談
所
」
を
開
設
し
ま
す
、
 

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。
 

●

と
き
 
十
ニ
月
六
日
 

（
火
）
午
前
十時
か
ら
午

後
三
時
ま
で
。
 

撃
疑
ろ
行

民
 

」を
 

・
料
金
 
無
料
で

お
t
 す
c
 

炎
 

■
相
談
内
容
 
土

相
地
建

物
、
借
地
借
家
、
 

‘
氏
 登
記
金
銭
貸
借
、
相
 

獅
蟻
鷺
嘱
？
 

ョ
 
税
、
職
業
相
談
及
び

一
 紹
介
、
国
道

・
県
道
 

I
I
 並
び
に
建
築
問
題
、
 

中
小
企
業
の
金
融
、
離
婚
、
 

母
子
家
庭
更
生
資
金
、
里

親
そ
の
他
心
配
ご
と
、
労

働
条
件
、
解
雇
問
題
、
賃

金
不
払
、
食
品
衛
生
、
健

康
相
談
、
公
害
に
関
す
る

問
題
他
。
 

■

お
問
合
わ
せ
先
 
市
 

民
相
談
室
（
雫
⑩
一
一
 

一
番
 
内
線
二
八
一
番
）
 



昭和58年度特別会計予算執行状況 
（単位：千円．%I 

区 	分 予算額 収人済額収入率 支畠済額支畠率 

国民健康保険事業勘定 2.545,114 914,952 35.9 899.770 35.4 
高等看護学院 43,108 1,149 2.7 16,829 39.0 
長者森平和公園造成工事 4,395 6,830 155.4 2,032 46.2 
下 水 道 事 業 1.542,463 417,650 27.1 253,527 16.4 
老 人 	保 険 1,169,148 553.028 47.3 538,166 46.0 

⑤ 昭和58年（1983年）12月 1日 	 広報こ’しょがわら 	 （556号） 

戒鶏R(2.7%)  欝鷺葛譜競 
中小鎌輩勤  

Al 蔵 
(16.0%) 

般会計現債額（昭和58年 9 月30日現在） 
総額 7.810,494千円 

青森県市町村職員共済組合 
140 ,368+ITJ (1.8%)  
市町村振興協会125 ,830 科リ(1.5%) 

青森銀行 
1,409,206千円 

(18.1%) 
姿営企業 
金融公庫  

1.465,750千円 
(18.8%) 

借入先別 

災害復旧債 206,502千円（2.6%) 減収補てん債 
90,000千円（1.2%) 

衛生債301,465千円 
(3.9%) 

農林水産業債 
656 .929-千円 

(8.4%) 

総務債 
247 .407千l'] (3.2%) 
労働債 

266.711k千円（3.4%) 

教育債 
1,677 .390 P I'! 

.I21.5%) 

目 的 

／ 民生債 72  .286千円（0.  9%) 

ノL 消F歩 57・886干円（0.7%) 

ノ 
/ 

ー／/ 

、＼ 土木債う 

\4 .233・919t1'i 

男―」 

	 、 (54 .2%) 

市では年2回にわたり、市の「財政状況」  

を公表しています。今回は、昭和58年度上半

期のー般会計予算の執行状況などのあらまし

についてお知らせするものです。 

皆さんから負担していただいたお金が、ど

のように使われているのかを知っていただき

市政に対する理解と協力をお願いするもので

す。 

昭和58年度市税の負担状況 
（昭和58年 9 月30日現在） 

都市計画税 40,044千円 

* 
注 

入済額 、 

7,321干円 
(2.727.039千円 

\ 	1 	WfMP  'N
\  606,961+1'!  -__---c 

、 	_ -.ti%）ノ 

(1  ,015,750干[fl  .  59.  8%) 

\  
N 
N、 

×～ 

 

 

たばこ消費税  
143 .31(〕千円 

(263,936千円．54  

電気・ガス税 
59,342千円 

(128,161-fl']. 46.3%) 

電気・ガス税 	(78,010千円．51.3%) 

軽自動車税他 18,034千円 
(18.97 1千円．95.1%) 

市民税 	＼ 
639 .630千 I'll 
	 ( 1,222,211f-111 
、＼ 	52.3%) 

）
書
は
予
算
額
及
び
収
入
率
で
あ
る
。
 

昭和57年度特別会計決算状況（見込） （単位】千円．%) 

区 分 

国民健康保険事業勘定 

高 等 看 護 学 院 

長者森平和公園造成事業 

下 水 道 事 業 

老 人 保 健 

収入済額 

2,624,428 
46,932 
8,501 

1,647,043 
97,452 

収入率 支出済額 

102 .3 2,496 ,328 97 .3 
98 .1 46 ,932 98 .1 

107 .1 6,137 77 .3 
99 .9 1,647 ,043 99 .9 
98 .8 83 ,471 84 .7 

rーーーー一ーー‘ーーーーーーーー、ーーーーーーーーー‘て：ー一ー一yーー一ー凸、戸ー‘ーmー、ーー～一・～一～ーーーーーー～一 
、 	～   =.I」・」・,・、J・44．ーレ；つ 

⑧の相談はお気軽にご利用くださしり 
仙台国税局税務相談室青森分室（青森税務署 1 階） 

合（0177)2312379 
仙台国税局税務相談室八戸分室（八戸税務署 1 階） 

eCO 178) 451 8766 

cjtの相談はお気軽にこ利用くださしり 	~ 
仙台国税局税務相談室青森分室（青森税務署 I階）  l 

t(0177) 23-2379 . 
仙台国税局税務相談室八戸分室（八戸税務署 1 階）  I 

--―三黒と鯉 45-鷲こニー一一j 

テレホンサービス 



五
所
川
原
青
年
会
議
所
（
高

橋
順
造
理
事
長

）
は
十

一
月
十

七
日
、
市
内
の
交
通
遺
児
に
役

立
て
て
下
さ
い
と
二
十
万
円
を

市
に
寄
付
、
花
田
助
役
に
託
し

ま
し
た
。
 

さ
る
十
月
二
十
五
日
、
市
民

文
化
会
館
で
開
い
た
「
交
通
遺
 

第
一
一一
十
五
回
人
権
週
間
（十

二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
）
を

記
念
し
、
相
談
所
を
開
設
し
ま
 

す
。
 

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。
 

家
庭
内
の
い
ざ

こ
ざ
、
借
地
、
 

借
家
、
金
銭
貸
借
、
戸
籍
・
登
 

記
、
相
続
、
離
婚
、
損
害
賠
償
 ●

相
談
員

法
務
局
職
員
 

交
通
遺
児
に
愛
の
手
を
 

青
年
会
議
所
で
2
0万
円
預
託
 

人
権
擁
護
委
員
、
 

児
に
愛
の
手
を
」
チ
ャ
リ
テ
イ

コ
ン
サ
ー
ト
の
善
意
を
寄
せ
た

も
の
で
、
 
（俺
（
ワ
）
津
軽
バ

好
ぎ
だ
じ
ゃ
〉
を
タ
イ
ト
ル
に

さ
と
う
宗
幸
、
原
田
直
之
が
熱

演
、
八
百
人
の
聴
衆
を
魅
了
し

ま
し
た
。
 

鵬
綴灘
醸
鞭
難
艦
 

等
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

●

と
き
 
十
二
月
三
日
（
土
）
 

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
 

■

と
こ
ろ
 
大
町
丸
友
デ
パ
 

ー
ト
二
階
催
事
場
 

五所川原市 40.3s 187.6001'J 

国 40.1i 208,297円 

一
《J
 

?
f
 

ル
又
 

鬼
 

政 職 

平均給料月額 平 均 年 齢 

分
 

区
 

昭和58年（1983年）12月 1日 
	

広報ごしょがわら 	 （556号） ⑥ 

年
賀
は
が
き
 

六
百
枚
を
寄
贈
 

五
所
川
原
郵
便
切
手
類
売
捌

組
合

（
一
戸
千
代
三
郎
代
表
）
 

は
こ
の
ほ
ど
、
施
設
入
所
者
や

長
期
人
院
患
者
に
役
立
て
て
下

さ
い
と
、
お
年
玉
付
年
賀
は
が

き
六
百
枚
を
市
に
寄
贈
、
社
会

福
祉
協
議
会
へ
託
し
ま
し
た
。
 

1 人件費の状況 普通会計決算） 

区 分 fI 民基本台帳人日―年度末） 歳
  

額

A
  

人
 
件

費

B
  

金篇（13/A) 

56年度 
57.3.31 

53,132人 11 
刊り 

,224,547 
% 

15.2 
千円 

1,705,785 

-  ;ti I．人件費には、特別職に支給される給料、報酬を含む 

(2）職員給与費の状況（普通会計予算） 

区 	分 職 員 数 

給 	 与 	 費 I人当 

た 	り（ B/A) 
給与費 給 料 職員手当 期末・動勉手当 計 B 

58 年 度 イ
，
 
0
 
8
 

人
  901 

千円 

.974 

千円 

378,977 1,455 

千円 

3,567 

千円 

174,491 

千円 

,442 

1. 職員手当には退職手当を含まない。 
9．給与費は 9 月補正後の予算に言ト上された額 

3)職員の平均給料月額及び平均年齢の状況 
(58年 4 日lITIi現在｝ 

(4）職員の初任給の状況（58年 4 月 1日現在） 

区 	 分 

五 所 川 原 市 国 

決定初任給 
採用 2 年経過日 

給 	料 	額 
初 	任 	給 

採用 2 年経過日 

給 	料 	額 

一般行政職H 
大学卒 98,200円 106.900円 101.900円 112,6001'] 

高校卒 85.900円 91,500円 85,900円 91 .5001'J 



、
“
'
h‘
、
“

'
b
‘
、
“

'
b・b
・
ト‘
、‘h
’'
hI
、r
、ノ
、ノ
、
リ
・
、
v
・
ト‘b
'
h・h
’'
b・
、“・b
'
b'
b'
 

五
所
川
原
郵
便
局
で
は
、
十

一
月
二
十
一
日
か
ら
、
便
利
な
 

「キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
」
が
使

え
る
自
動
預
払
機
の
取
り
扱
い

を
始
め
ま
し
た
。
 

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
が
あ
れ

ぱ
、
通
帳
や
印
鑑
が
い
り
ま
せ

ん
。
窓
ロ
が
し
ま
っ
て
も
大
丈

夫
で
す
。
全
国
ど
こ
の
郵
便
局

で
も
利
用
で
き
ま
す
。
 

■

取
扱
い
時
間
 

平
日
 
午
前
九
時
か
ら
午
後
 

六
時
ま
で
 

土
曜
日
 
午
前
九
時
か
ら
午
 

後
二
時
ま
で
 

■

利
用
ご
希
望
の
方
 

通
帳
と
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
 

"？
が
映
写
機
の
操
 

作
技
術
講
習
会

（
 

え
窓
口
へ
お
申
込
み
下
さ
い
。
 

議
便

局
で
も
キ
ヤ
沈
ジ
ゴ
カ
「
ド
 

・

と
き
 
十
二
月
八
日
（
木
）
 

九
日
（
金
）
の
二
日
間
 

午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時
ま

で
 

●
と
こ
ろ
 
市
中
央
公
民
館
 

●

受
講
料
 
千
五
百
円
（
テ

キ
ス
ト
代
を
含
む
。
）
 

●

修
了
証
 
テ
ス
ト
合
格
者

に
は
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。
 

■

お
申
込
み
 
十
ニ
月
五
日
 

（月
）
ま
で
、
市
山
五
〈公
民
館
 

（
胃
璽
ハ
〇
五
六
番
）
へ
 

⑦ 昭和58年（1983年） 12月 1日 	広報ごしょがわら 

よ 	日本合唱協会指揮者増田順平氏の 

f 	水のいのちカ・恵Itます 

」豊開11原合口昌団定期演奏会 
よ 	～結成30周年記念 

pppppppppp pppppp・pppppp 
日本合唱協会指揮者増田順平氏の

水のいのちカ，恵けます 

第11回 

五所川原合唱団定期演奏会 

～結成30周年記念一 

』高田 	自 	「綴)t1\Q)15」田」順平 

；ロジェワーグナー「ソ Smター名*勲 It 
● I巨 I早．二 I一 和 ノ、 
p 木 村 繁 「津軽の旋伴」から 

；そ の 他 	指 揮 笹 昭 夫 

高 田 	郎 「水のいのち」 
客演指揮 増 田 順 平

ロジェ．ワーグナー「フォスター名歌集」から 
指 揮 一 戸 和 久

木 村 繁 「津軽の旋律」から 

そ の 他 	
指 揮 笹 昭 夫 

f と き 12月 17日（土） 午後6時30分開I き 12月 17日（土） 

(556号） 

Jb) 

漏二＝鷲諮篇生以ト300円 
',,,,,,p,,,,,,,,,,,,●・ 

ところ 市民文化会館ホール 

午後6時30分開演 ン
」
 

h
'
 

(8）特別職の報酬等の状況 
(58年 4 月 1 日現在） 

区 分 給 料 月 額 等 

給
料
 

市 長 
助 役 

収人役 

630,000円 

520,000円 

470,000円 

報

酬
 

議 長 

副議長 

議 長 

flnrOva,000円 

280,000円 

255,000円 

期
 
未
 
手
 

当
 

市 長

助 役 

収入役 

(57年度支給割合） 

6 月期 	1.4月分 

12月期 	1.9月分 

3 月期 	0.5月分 

計 	3.8月分 

議 長 

副議長 

議 長 

(57年度支給割合） 

6 月期 	1.4月分 

12月期 	1.9月分 

3 月期 	0.5月分 

計 	3.8月分 

(7）職員手当の状況 

5)職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 
年 4 月 1 日現在） 

区 	 分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年 

一般行政職 
大学卒 161,800円 0円 0円 

高校卒 131,167円 173,362円 185,814円 

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され弓は続き勤務している場合は、 
採用後の年数をいうものである，、 

(6）一般行政職の等級別職員数の状況（58年 4 月1 日現在） 

区 	分 等
 
級
 

 
2 等級 I).3 等級 4 等級 5 等級 6 等級 計 

標
職
 
準

務
 
的

内
 
な

容
 

課長 課長 課長補佐 係長 主事 主事補 / 
職 員 数 10人 54人 72人 100人 81人 33人 350人 

構 成 比 2.9% 15.4% 20.6% 28.6% 23. 1% 9.4% 100% 

（注）1．五所川原市の給与条例に基づく給料表の等級区分による職員数である。 

2．標準的な職務内容とは、それぞれの等級に該当する代表的な職名である。 

5
8
 

区 分 五 所 	川 	原 市 国 

(57年度支給割合） (57年度支給割合） 

期末 	勤勉 
期末・勤勉 6 月期 1.4月分 	0.5月分 6 月期 	1.4月分 	0.5月分 
手 当 12月期 1.9月分 	0.6月分 12H期 	1.9月分 	0.6月分 

3 月期 0.5月分 	一月分 3 月期 	0.5月分 	一月分 
計 3.8月分 	1.1月分 計 	3.8月分 	1.1月分 

都

、
ン
 

 
L
4
 

 

n
ノ
〕
 
 

」目
 

J
 中

6
 
1
  

己

ナ

7
I
」・
友
＆

恰

月
月

月
ル

利

率

度

0

年

5
た
給

支

高
続

続

続
人
均

く

最
勤

勤

勤
1
平
  

F
 
1
2
9
7
 

 

給

限

2

3
03
当
支
  

ー
額
年
 

任
り
額

奨

、
ン
 
4
98
43
41
3
 

 

分

分
分

分

円
 

月
月

月
月
千
 

分

分
分

分

円
  

6

7
  

（支給率） 	自己都合 	勧 奨 

退 職 手 当 

最高限度額 	60.0月分 	67.5675月分 
勤続20 年 	21.0月分 	30.7125月分 
勤続30 年 	41.25月分 	57.915月分 

勤続35年 	48.125月分 	67. 5675月分 

i 〕退職手当の I 人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額である。 
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鰯
鷲
懸
鼎
鰯
鱗
鰯
難
（
鰯爾
麟
 

鵬
新
縮
搬
議
鷺
難

は
、来
る
十二
月
十
 

八
日
投
票
日
と
な
り

ま
す
c
今
回
は
最
近
の
選
挙
の
実

情
を
検
討
し
た
結
果
、

選
挙
制
度
の
改
善
を
図
り
、
よ

り
金
の
か
か
ら
な
い
選
挙
実
現
の
た
め
、
い
ろ
い
ろ
選

挙
制
度
の
改
正
が

さ
れ
て
最
初
の
選
挙
と
な
り
ま
す
。
 

次
に
そ
の
改
正
の
概
要
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
 

第

選
挙
運
動
期
間
の
短
縮
を
し
ま
し
た
。
 

衆
議
 
院
 
議
 
員
 
選
 
挙
 
二
十
日
間
ー
十
五
日
間

参
議
院
議
員
選
挙
 
二
十

三
日
間
ー
 
八
日
間

都
道
府
県
議
会
議
員
選
挙
 
十

二
日
間
ー
九
日
間

都
道
府
県
知
事
選
挙
 
二
十
五
日
間
ー

ニ
十
日
間

市
議
会
議
員
及
び
長
の
選
挙
 

十
日
問
ー
七
日
間

町
村
の
議
会
議
員
及
び
長
の
選
挙
七
日
間
ー
五
日
間
 

第

選
挙
運
動
期
間
の
短
縮
に
あ
わ
せ
て
立
候
補
届

出
期
間
を
現
行
の
二
日
間
ー
一

日
間
と
な
り
ま
し
た
。
 

第

連
呼
行
為
及
び
街
頭
演
説
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
時
間
に
つ
い
て
、
現
行
午
前
七
時
ー
午
後
八
時
ま

で
が
、
午
前
八
時
ー
午
後
八
時
ま
で
と
な
っ
た
。
 

第

立
会
演
説
会

の
制
度
が
廃
止
に
な
り
ま
し
た
。
 

第

経
歴
放
送
に
関
す
る
事
項

（
衆議
院
、
参
議
院

選
挙
区
、
知
事
選
挙
）
に
つ
い
て
は
新
し
く
テ
レ
ビ

ジ
ョ
ン
の
放
送
を
候
袖
者

一
人
に
つ
い
て

一
回
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

な
お
、
こ
の
改
正
は
衆
議
院
、
参
議
院
の
議
員
選
挙

に
つ
い
て
は
次
の
選
挙
か
ら
、
そ
の
他
の
選
挙
に

つ
い

て
は
三
カ
月
を
経
過
し
た
後
の
選
挙
か
ら
適
用
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
 
従
っ
て
、
十
二
月
十
八
日
投
票
の
 

磐
野
鵬
躯

振
鼠
郵

酵
の
各
事項
に
つ
いて
は
 

次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

⑥
選
挙
期
日
の
公
示
日
 
昭
和
五
十
八
年
十
二
月
三
日
 

（金
）
 

⑥
選
挙
の
期
日
 
昭
和
五
十
八
年
十
二
月
十
八
日
（日
）
 

即
日
開
票
 

⑥
選
挙
人
名
簿
の
登
録
日
及
び
基
準
日
 

昭
和
五
十
八
年
十
二
月
二
日
（
金
）
と
な
り
ま
す
。
 

従
っ
て
今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
方
は
次
の
と
お

り
で
す
。
 

⑥
住
所
要
件
 
昭
和
五
十
八
年
九
月
二
日
以
前

に
当
市

の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
方
。
 

⑥
年
令
要
件
 
昭
和
三
十
八
年
十
二
月
十
九
日
以
前
に

出
生
し
た
方
。
 

＠
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
期
間
等
 

昭
和
五
十
八
年
十
二
月
三
日
か
ら
四
日
ま
で
二
日
間

市
選
挙
管
理
委
員
会

（
市役
所
四
階
）
 

⑥
不
在
者
投
票
に
つ
い
て
 
投
票
当
日
（
十
二
月
十
八

日
）
や
む
を
得
な
い
事
情
で
不
在
に
な
る
方
は
、
次

の
期
間
内
に
不
在
者
投
票
を
し
て
下
さ
い
。
 

昭
和
五
十
八
年
十
二
月
三
日
か
ら
十
二
月
十
七
日
ま

で
産
経
会
館
四
階
会
議
室
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。
 

な
お
最
高
裁
判
所

裁
判
官
国
民
審
査
に
つ
い
て
は
十

二
月
十
日
か
ら
不
在
者
投
票
が

で
き
ま
す
。
 

ま
た
、
今
回
の
改
正
に
よ
り
公
示
か
ら
投
票
日
ま
で

十
五
日
間
と
な
っ
た
の
で
、
出
稼
等
郵
送
に
よ
る
不
在

者
投
票
用
紙
の
請
求
は
早
目
に
し
て
下
さ
い
。
 

⑥
選
挙
当
日
の
投
票
用
紙
に

つ
い
て
 

衆
議
院
議
員
選
挙
の
用
紙
は
白
色
地
に
黒
で
印
刷
 

最
高
裁
国
民
審
査
の
用
紙
は
ピ
ン
ク
地
に
黒
で
印
刷
 

（
十
分
注
意
し
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。
）
 

詳
し
い
事
は
選
挙
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
下
さ
い
。
 

ま
た
、
選
挙
管
理
委
員
会

（
廿⑩
二
一
一
一
 

内
線

三
二
七
番
）
へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。
 

ー
市
外
局
番
な
し
で
か
け
ら
れ
る
地
域
が
広
が
り
ま
す
 

十
一
 
一月

・
 十

一
 
日／
水、
午
後
二
時
か
ら
 

五
所
川
原
市
内
か
ら
金
木町
、
 

5
3ー

×
×
×
×
 

中
里
町
、

稲
垣
村
、車
力
村
、
 

◇
中
里
局
 
 
5
7ー

×
×
×
×
 

小
泊
村
、
市
浦
村
へ
の
電
話
は
 

5
8ー
×
×
×
×
 

市
外
局
番
な
し
で
通
話
で
き
る
 
◇
稲
垣

局
 
4
6ー
×
×
×
×
 

よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

◇
車
力
局
 
5
6ー

×
×
×
×
 

先
方
の
市
内
局
番
と
電
話
番
  

◇
小
泊
局
 
6
4ー

×
×
×
×
 

号
を
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
だ
け
で
つ
 

◇
市
浦
局
 
6
2ー
×
×
×
×
 

な
が
り
ま
す
。
 

電
話
番
号
（下
四
ケ
タ
）
は
変
 

か
け
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

 

わ
り
ま
せ
ん
。
 

◇
金
木
局
 
5
2ー
×
×
×
×
 

くーJ“ー～ー・～'SW～・～ー・～”ー、～～ー・一ー・～ー一ー～ーーI", 

~ 三基 こ点 A ' 
~ 	 。丹 	ノ界 	ユ又 	 I 

~ 「子とも三対すラ八．一一 	 I 
~ 	 止しい金銭教有のあり万」  I 
I ’  と き 	12月 13日（火） 	午後 I時 	I 
~’  ところ 五所川原小学校図書室 	I 
I ’講 師 北 良三氏（倉石村立石沢小学校校長）~ 
~’主 催 五小PTA貯蓄実践委員会 	I 
I ’後 援 五所川原市商工観光課 

I 	 青森県貯蓄推進委員会 	~ 
~二鷲と讐と響⑧4-06) 

r
 

r
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J
  

8
  

[
 
 

7
  

《b
  

《h
v
 

 
4
  

《j
  

2
 

投
票
区
 

野
坪
小

学
校
 

金

山

集
会

所
 

水
野
尾

集
会

所
 

松中 

島央 
公 

分民 

館館 

田

川
集
会
所
 

沖
飯
詰

小
学
校
 

コ
ミ
ュ
一
一テ
イ
 

七
ン
タ

ー
中
川
 

湊
 
集
 
会
 
所
 

栄
 
小
 
学
 
校
 

第 IL 

二所 
中 

学川 

校原 

森
 
の
 
家
 

南
 
小
 
学
 
校
 

五
所
川
原
小
学
校
 

市
民
文
化
会

館
 

投
 
栗
 
所
 

宮田
）
 
沖

飯
詰
、
桜
田
 

田
川
、
高
瀬
の
一
部
 

水
野
尾
、
米
田
の
一
部
 

唐
笠
柳
、
 一
野
坪
の
一
部
 

一
番
地
）
太
刀
打
（
尻
無
、
挑
崎
一
 

一
野
坪

（
石
畑
、中
村
、
前
落
〕
漆
川
 

吹
畑
、
米
田
、
石
岡
、
漆
川
（
馬
性
〕
 

 

（
十川
町
、
漆
川
字
鍋
懸
七
七
ー
‘

．.
 
 

金
山
（
悪
戸
、
田
中
、
野
崎
、
川
代
田
、
 

 

長
橋
（
広
野
、
藤
島
）
川
山
、
種
井
 

湊

（
千鳥
、
船
越
）
 

 

（
米
崎
、
開
野
、
稲
葉
〉
 

 

姥
落

（
桜
木
、菖
蒲
、
船
橋
）
稲
実
  

ー
八
丁
目
）
梅
田

（
一
部
）
 

 

七
ッ
館
、
広
田
、
み
ど
り
町

（
一
丁
目
 

新
宮
（
岡
田
、
松
元
）
蘇
鉄
 

若
葉

一
丁
目
ー
三
丁
目
全
域

（
但し
第
  

2
投
票
区
分
を
除
く
）
新
宮
町
、
芭
蕉
、
 

 

蓮
沼

（
平和
町
〕
不
魚
住
 

栄
町
、
八
重
菊
、
田
町
、
新
町
、
元
町
、
 

 

十三
番
 
一

番
、
二
番
七
の
八
、
七
の
十
．
、
L
  

下
平
井
町
、
幾
世
森
、
中
平
井
町
、
ト

の
十
二
、
十
三
番
、
若
葉
二
丁
目
一
番

三
の
九
、
六
の
一ニ
、六
の
四
、
六
の
六
、
 

 

六
の
ヒ
、
十
五
、
若
葉
三
J
.I
1・
番
、
 

 

東
雲
町
）
長
橋
字
橋
元
、
若
葉

一
T
I目

末
広
町
、
錦
町
、
雛
田

（
さ
っ
き
町
、
 

 

平
井
町
、敷
島
町
、
幾
島
町
、
柏
原
町
、
 

 

大
町
 

東
町
、
布
屋
町
、
寺
町
、
岩
木
町
、
本

町
、
旭
町
、
川
端
町
、
鎌
谷
町
、
鳥
森
、
 

 

一
ッ
谷
、
下
り
枝
、
弥
生
町
、
柳
町
、
 

 

投
 
票
 

区
 
域
 

32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 

小
曲
集
会

所
 

中
泉

集
会

所
 

梅中 

田央 
公 

分民 

館館 

中
央
公

民
館
 

俵
 
元
 
分
 
館
 

前
田
野

目
分

館
 

中
央
公

民
館
 

七高 

ン野 

タ文 

l 化 

羽
野
木
沢
小
学
校
 

長

富
集
会

所
 

毘
沙

門
小
学
校
 

戸
 
沢
集
会

所
 

浅
井
集
会

所
 

松

野
木

小
学
校
 

野

里

小
学

校
 

コ
ミ
ュ

一
一
一7
-イ
 

七
ン

タ

ー
飯
詰
 

藻

川
小
学
校
 

一ニ
好

中
学
校
 

融
紗
公
、
鵬
 

杜
 
島
 
会
 
館
 

小
曲
 
中
泉
 
梅
田
 
長

富
 

前
田
野
目
 

高
野
、
持
子
沢
 

原
子
、
羽
野
木
沢
 

俵
元
、
原
子

（
紅
葉
）
 

 

毘
沙
門
 

戸
沢

（
石
田
坂
、
平
町
）
 

 

浅
井
、
ヒ
ソ
館
の
，
部
 

松
野
木
「
大
開
、
福
岡
、
t
IL
U)
 

 

野
里
、
神
山
、
福
山
、
豊
成
 

飯
詰
、
下
岩
崎
 

藻
川
 

鶴
ケ
岡
（
福
井
）
高
瀬
の
一
部
 

高
瀬
 

藤
巻
十
四
ー
六
八
番
地
）
 

 

巻

一
三
（Y
I、
一
五
〇
番
地
）
 
（石
岡
字

布
（
鳥
森
三
九
番
地
内
）
 
一
吹
畑
字
藤

松
島
町

（
一
丁目
ー
八
丁
目
 
田
園
調
  

‘~”，"""."m．”… … ”“"".""“．一‘；一 ー ．一．．一一 Z::::'_:r!Tで!!“…  ..- ""'"""""”…二…“'.. ...................... 
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“結
婚
費
用
を
節
約
 

し
四
万
円
を
寄
付

？
 

市
内
字
雛

田
の
岩
谷
等
‘
紀

子
夫
妻

は
十

一
月
六

日
、
市
教

育
委

員
会
を
通
し
て
教
育
振
興
 

市
内
川
端
町

の
中
村
伸
太
郎

さ
ん

は
ト

ー
月
十

日
、
教
育
振

興
に
役
立

て
て
下

さ

い
と
市
教

育
委

員
会
に
百

万
円
を
寄
付
し

ま
し
た
。
 

こ
の
お
金
は
十
月
二
十
二

日

に
亡
く
な
っ

た
母

た
け
さ
ん

の
 

!
（
舞
浦
】肥
謝
毒
 

“教
育

振
興
に
百
万

円
を

寄
付

）
麗ゲ

 

も
の
で
す
。
 

会
と
市
体
育

協
会
に

四
万
円
を

寄
付
し
ま
し

た
。
 

こ
の
お
金
は
、
岩
谷
夫
妻
が

自
分
達
の

結
婚

式
の
費

用
を
節

約
し
て
市

の
教
育
振
興

の
た
め

利
用
し
て
も
ら
お

う
と
贈
っ

た
 

簡
易

保
険
や

貯
金
の
な
か

か
ら

中
村

さ
ん
個
人

と
し

て
寄
付
し

た
も

の
で
す
。
 

8
 

・

、
‘
J
、
‘・、
‘
 
 

'
?
 

8 ちょっとした心づか

いも味のうち II本専売公社 

躯含すか深姫マt一 

あ
な
た
の
投
票
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

当
市
で
は
「
投
票
所
入
場
券
」
を
配
布
し
て
い
ま
せ
ん
。
各
々
の
投
票
所
へ
お
気
軽
に
お
出
か
け
下
さ
い
。
 



・

ン
」
 

と き 12月 13日（火） 

午前9時～午後3時30分 

ところ 五所川原市働く婦人の家2階 

新町 旧警察署跡 

広報ごしょがわら 昭和58年（1983年）12月1日 (556号） ⑩ 

米消費拡大 『~．,".n 
Uの不“厭』 

まつり 

	ノ 

コ
ン
ク
ー
ル
応
幕
要
領
 

●

作
品
規
定
 

の
釆
を
主
に
使
っ
た
料
理
 

の
簡
単
に
入
手
し
や
す
い
材

料
で
、
食
品
添
加
物
（
着

色
料
、
化
学
調
味
料
等
）
 

を
用
い
な
い
で
栄
養
バ
ラ

ン
ス
、
色
ど
り
が
よ
く
、
 

高
価
で
な
い
も
の
 

③
作
品

一
点
に
つ
き
展
示
用

試
食
用
を
作
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
 
（
作品
説
明
書

付
き
）
 

④
入
れ
物
は
農
林
課
に
あ
り

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
 

・

し
 ●

応
募
資
格
 

資
格
は
問
い
ま
せ
ん
 

●

受
け
付
け
日
時
 

十
二
月
十
二
日
 
午
前
九
時
 

5
正
午
ま
で
 

●

作
品
受
け
付
け
場
所
 

働
く
婦
人
の
家
 

●

発
表
及
び
授
賞
 

十
二
月
十
三
日
会
場
に
お
い
 

て
発
表
し
ま
す
 

賞
 
金
賞
 
一
点
 

銀
賞
 
二
点
 

赤
賞
 
三
点
 

ア
イ
デ
ァ
賞
 
十
点
 

納
期
限
十
ニ
月
ニ
十
八
日
 

国
民
健
康
保
険
税
 
四
期

市
県
民
税
 

四
期

市
税
を
ま
だ
納
め
て
い
な
い
 

方
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
十
二
月
 

は
市
税
の
納
期
限
最
後
の
月
で
 

み
ん
な
の
健
康
教
室
 

「糖
尿
病
」
に
つ
い
て
 

医
師
会
と
家
庭
を
結
ぶ
、
「み

ん
な
の
健
康
教
室
」
が
次
の
日

程
で
開
か
れ
ま
す
。
 

お
気
軽
に
お
い
で
下
さ
い
。
 

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
 「糖
尿

病
」
 
につ
い
て
で
す
。
 

●

と
き
 
十
二
月
二
十
三
日
 

（
金）
午
後

一
時
か
ら
 

●

と
こ
ろ
 
保
健
セ
ン
タ

ー
 
 

す
。
市
で
は
年
内
完
納
、
滞
納

整
理
の
た
め
市
税
完
納
運
動
を

強
力
に
展
開
中
で
す
。
 

市
民
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

・

講
師
 
川
崎
胃
腸
科
内
科

院
長
 
川
崎
亮
一
氏
 

廿
税
務
課
よ
り
お
願
い

廿
 

建
物
の
取
り
こ
わ
し
 

手
続
き
に
つ
い
て
 

昭
和
五
十
八
月
一
月
二
日
か

ら
昭
和
五
十
九
年
一
月
一
日
ま

で
の
間
に
建
物
を
取
り
こ
わ
し

た
時
は
早
め
に
下
記
の
と
お
り
 

の
ご
案
内
）
 

献
血
は
尊
い
人
命
を
守
る
贈

り
も
の
、
採
血
車
を
見
か
け
た

ら
進
ん
で
献
血
し
ま
し
ょ
う
。
 

■

と
き
・
と
こ
ろ
 
十
二
月

十
五
日
（
木
）
 
午
前
十
時
か

ら
正
午
ま
で
尾
崎
自
動
車
商
会
 

当
日
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

四
時
ま
で
西
北
中
央
病
院
前
 

「取
り
こ
わ
し
申
請
」
手
続
き

を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

受
付
期
間
は
昭
和
五
十
九
年

一
月
三
十
一
日
ま
で
市
役
所
税

務
課
資
産
税
係
ま
で
。
 

な
お
「
申
請
書
用
紙
」
は
税

務
課
窓
ロ
に
そ
な
え
て
あ
り
ま

す
。
 

(
 

舞末の難押愛内 
=＝年賀状は12月加日までに一 h

リh
I力
！り

h
リh
リIり
Iり
l
Iり
・り
り

h
Iり
・り

h
・h
h
l
h

h
・h
h
I
 

〔
年
賀状
「
一
 

●

年
賀
状
は
お
早
め
に
 

年
賀
状
の
引
受
け
は
十
二
月
十
五
日
か
ら
始
め
ま
す
。
早
め
に
準
備
し
て
な
る
べ
く
十
 

月
二
十
日
ご
ろ
ま
で
に
差
し
出
し
て
下
さ
い
。
 

●

あ
て
先
別
に
ま
と
め
て
 

多
数
の
年
賀
状
を
差
し
出
す
時
は
 
「市
内
あ
て
」
 
「県
内
あ
て
」
 
「他
の
府
県
あ
て
」
 

に
、
あ
て
先
別
に
ま
と
め
て
紙
札
を
つ
け
、
東
ね
て
お
出
し
く
だ
さ
い
。
 

〔
郵便
小
包
〕
 

十
二
月
は
親
し
い
方
へ
お
歳
暮
等
の
贈
答
品
を
送
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
そ
の
 

際
は
グ
ー
ン
と
お
得
に
な
っ
た
 
郵
便
小
包
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
ら
く
に
包
装
で
き
、
す
ば
や
く
郵
送
で
き
る
大

・
中
・
小
（
各
百
五
十
円
、
百
 

十
円
、
八
十
円
）
の
小
包
包
装
用
段
ボ
ー
ル
箱
（
愛
称
ゆ
う
パ
ッ
ク
）
を
販
売
し
て
お
り
 

ま
す
。
 

広
報
紙

の
早
期
配
布
に
ご
協
力
下
さ
い
 

× 


